
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

備　考

番号 措置名 交付金事業の名称
1 地域活性化措置 伊方町地域活性化イベント事業

1 地域活性化措
置

伊方町地域活性化イベント事
業

伊方町 0 0

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　　基本目標[５]産業振興～農・漁・商工・観光が一体となる、産業全体が成長するまちづくり
　　　施策5-3 観光・ツーリズム・商工業の振興
　　　　3 観光イベントの拡充
　　　　　観光まちづくりイベント実施事業
　　　　　・伊方町の個性と観光資源を活かした観光まちづくりイベントを開催することによ
　　　　　　り、観光交流人口の拡充と伊方町の知名度アップを図る。
目標：観客動員数30,000人以上
　　　（平成27～29年度の平均：Ｈ27年度26,000人、Ｈ28年度31,500人、Ｈ29年度32,500人）

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町

交付金事業実施場所 伊方町湊浦

交付金事業の概要

　地場産業の振興と地域活性化を目的にイベントを開催。
　・杜氏の里の酒まつりと食の祭典　　・和太鼓の演奏　　・きなはいや伊方おどり
　・きなはいや市場・花火大会　　・活魚のつかみどり　　・こどもすもう伊方場所
　・ふれあい広場他きなはいや伊方まつり2018に係る経費
　（イベント用仮設・設備費、宣伝費、イベント費他）

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 平成30年度

観客動員数30,000人以
上 観客動員数

成果実績 人 ー
目標値 人 30,000
達成度 ー

評価年度の設定理由
事業完了後、速やかに評価できるため、同年度にて評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　平成30年度電源立地地域対策交付金事業として平成30年7月29日（日）に実施予定であった
「きなはいや伊方まつり2018」については、接近中であった上陸した台風12号の進路予測を考慮
した結果、7月27日（金）時点で、予定日での開催を中止と判断した。早期に中止を判断した背
景には、7月7日に県内各所で大被害をもたらした西日本豪雨災害の教訓があり、空振りを恐れず
早め早めの判断を行った。
　また、同イベントは、伊方町にとって年間で最も大きなイベントであり、長年に亘り実施され
てきた夏の風物詩といえる事業である事から、日程を延期しての実施についても検討を行った
が、多数の課題が見込まれることから日程を繰り延べての実施は困難と判断し、事業を中止とし
た。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

4
達成度 0.0% 100.0% 100.0%

28年度

事業運営費における充当種
別数

活動実績 件 0 4 4
活動見込 件 4

交付金事業の総事業費等 30年度 29年度 28年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 30年度 29年度

4

総事業費 0 5,090,301 5,143,518

うち経済産業省分 0 5,000,000 5,000,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 0 5,000,000 5,000,000
うち文部科学省分 0 0 0

交付金事業の担当課室 産業課
交付金事業の評価課室 産業課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
ー ー ー ー



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町三机、三崎

交付金事業の概要

塵芥収集車（塵芥車架装一式）　２台（瀬戸・三崎地域）
２ｔダンプ（深ダンプ架装一式）１台（瀬戸地域）
　効率的な収集運搬体制を確立し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図るた
め、塵芥収集車２台、２ｔダンプ１台を更新します。

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

伊方町塵芥収集車等整備事業

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

伊方町塵芥収集車等整備
事業

伊方町 16,569,740 16,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称

（単位：円）



評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 平成30年度

住民の生
活環境の
保全及び
公衆衛生
の向上を
図る。

－

成果実績 －

目標値 －

達成度 －

評価年度の設定理由
整備状況で評価を実施できるため、同年度にて評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　塵芥収集車２台、２ｔダンプ１台の更新により、車両の故障を起因とする突発
的な業務の休止や、代用車両での無理な運搬等を抑止することができました。こ
れにより、効率的な収集運搬体制の確立ができ、住民の生活環境の保全及び公衆
衛生の向上を図ることができました。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　　基本目標[4]自然環境・環境保全～豊かで美しい環境で暮らす、自然を楽し
　　　　　　　 むまちづくり
　　　施策4-1 資源循環型社会の実現
　　　　2 適切な廃棄物処理体制の整備
　　　　　※廃棄物の適正な分別、保管、収集、運搬、再生処分等の処理を行
　　　　　　い、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図ります。
目標：塵芥収集車、２ｔダンプの整備により、収集運搬業務に支障を来す修理
　　　回数を０件にし、効率的な収集運搬体制を維持します。
　　　　（更新予定の３台の平成29年度修理回数：５件）

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度



交付金事業の担当課室 町民課　環境対策室
交付金事業の評価課室 町民課　環境対策室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

塵芥収集車等（売買） 指名競争入札

塵芥収集車
川田モータース㈲
(愛媛県西宇和郡伊方町)
ダンプ車
松田モータース
(愛媛県西宇和郡伊方町)

12,808,340

3,761,400

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 16,000,000
うち文部科学省分 0

総事業費 16,569,740

うち経済産業省分 16,000,000

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 年度

達成度 100.0%

年度

整備台数
活動実績 台 3
活動見込 台 3



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町九町（九町診療所）

交付金事業の概要
在宅診療・訪問看護用車両１台（九町診療所）
　訪問看護等の在宅医療のさらなる充実と在宅患者の緊急時における迅速な対応
を可能にし、地域医療の発展とサービスの向上が図るため、車両を更新します。

1 福祉対策措置 伊方町国民健康保険九町診療所往診車整備事業

備　考

1
福祉対策
措置

伊方町国民健康保険九町
診療所往診車整備事業

伊方町 1,723,540 1,400,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称



評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 平成30年度

地域医療
の発展と
サービス
の向上を
図る。

－

成果実績 －

目標値 －

達成度 －

評価年度の設定理由
使用状況等から速やかに評価できるため、同年度にて評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　車両の更新により、車両の故障による業務への支障等はなく、訪問看護等の在
宅医療のさらなる充実と在宅患者の緊急時における迅速かつ的確な対応が行えま
した。これにより、医療体制の充実、地域医療の発展とサービスの向上を図るこ
とができました。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　基本目標[1]保健・医療・福祉～絆で創る、健康長寿と町民総活躍のまちづくり
　　　施策1-2 医療体制の充実
　　　　1 地域医療の充実
　　　　　※地域医療を支える診療所の医療機器等の整備・充実により、高度で
　　　　　　良質な医療サービスを提供します。
　目標：車両を更新することにより、修繕回数０件を維持し、訪問看護等の在宅
　　　　医療のさらなる充実と在宅患者の緊急時における迅速かつ的確な対応を
　　　　行い、地域医療の発展とサービスの向上を図ります。
　　　　（平成29年度修繕回数：0件）

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度



交付金事業の担当課室 町民課　医療対策室
交付金事業の評価課室 町民課　医療対策室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

往診車（売買） 指名競争入札
　眞田自動車整備工場
　（愛媛県西宇和郡
　　伊方町）

1,723,540

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 1,400,000
うち文部科学省分 0

総事業費 1,723,540

うち経済産業省分 1,400,000

交付金事業の総事業
費等

30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 30年度 年度

達成度 100.0%

年度

在宅診療・訪問看護用
車両の整備台数

活動実績 台 1
活動見込 台 1



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称

（単位：円）

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

伊方町立小中学校空調設備整備事業

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

伊方町立小中学校空調設
備整備事業

伊方町 184,356,000 135,000,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町湊浦、九町、三机、大久、三崎

交付金事業の概要

町内小中学校空調機設置（小学校5校56室、中学校3校28室）
　・伊方小11室、九町小12室、三机小13室、大久小10室、三崎小10室
　・伊方中13室、瀬戸中6室、三崎中9室
　児童・生徒の健康維持を図り、教育環境を充実させるために、町内小中学校に
空調設備を整備します。



交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　　基本目標[2]教育・スポーツ・文化～「ふるさと愛いっぱい」の人材（人財）
　　　　　　　 が育つまちづくり
　　　施策2-1 学校教育の充実
　　　　3 教育設備・施設の充実
　　　　　※ゆとりと潤いのある教育環境の維持管理を行い、愛校心や愛郷心を
　　　　　　醸成します。
目標：町内小中学校における普通教室への空調設備設置率を100%にし、児童・生
　　　徒の健康維持を図り、より適切な教育環境を整備します。

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度
事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度
児童・生
徒の満足
度80％以
上（回答
者数80名
以上）

目標達成
率：満足
と回答し
た数÷回
答数×100

成果実績 ％ －

目標値 ％ 80

達成度 －

評価年度の設定理由

　平成31年3月に完成し、利用状況等を考慮し評価する必要があるため、令和元年
度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



達成度 100.0%

年度

エアコン設置台数
活動実績 件 107
活動見込 件 107

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 年度

総事業費 184,356,000

うち経済産業省分 135,000,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 135,000,000
うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 教育委員会事務局　学校教育室
交付金事業の評価課室 教育委員会事務局　学校教育室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

伊方町立小中学校空調設
備整備事業（請負）

制限付一般競争入札

分割Ⅰ：四国計測工業㈱
(愛媛県西宇和郡伊方町)

分割Ⅱ：四電ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
㈱
(愛媛県西宇和郡伊方町)

分割Ⅲ：伊方電気工事㈱
(愛媛県西宇和郡伊方町)

48,816,000

63,720,000

71,820,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

伊方斎場床改修工事

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

伊方斎場床改修工事 伊方町 2,624,400 2,000,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町川永田

交付金事業の概要
炉前ホール床面改修（50㎡）
　伊方町総合計画にもある伊方斎場の延命化を図るために、床面の改修工事を実
施します。



交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　　基本目標[4]自然環境・環境保全～豊かで美しい環境で暮らす、自然を楽しむ
　　　　　　　 まちづくり
　　　施策4-3 自然環境・生活環境の向上
　　　　3 墓地の整備
　　　　　　伊方斎場延命化事業
　　　　　　※老朽化のため、大規模修繕を行い、生活環境の向上を図ります。
　　目標：炉前ホールの床面を改修し、台車で棺を炉室へ移動する際の事故を０
　　　　　件にします。

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度
事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 平成30年度

住民の生
活環境の
向上を図
る。

－

成果実績 －

目標値 －

達成度 －

評価年度の設定理由
使用状況等から速やかに評価できるため、同年度にて評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　炉前ホールの床面改修により、台車で棺を炉室へ移動する際にクラックで支障
を来すことを未然に防ぐことができました。また伊方斎場の延命化も図ることが
できました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



達成度 100.0%

年度

伊方斎場床改修工事面
積

活動実績 ㎡ 50
活動見込 ㎡ 50

交付金事業の総事業
費等

30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 30年度 年度

総事業費 2,624,400

うち経済産業省分 2,000,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,000,000
うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 町民課　環境対策室
交付金事業の評価課室 町民課　環境対策室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

伊方斎場床改修工事（請負） 制限付一般競争入札
　山岡建設
（愛媛県西宇和郡
　伊方町）

2,624,400



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

町道奥石見線防護柵修繕工事

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

町道奥石見線防護柵修繕
工事

伊方町 17,322,000 17,000,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町二見

交付金事業の概要

　防護柵修繕　L=747m
　防護柵が塩害等で老朽化し、諸車通行の際に不安が絶えない状況を改善し、車
両通行の安全を確保するとともに地域住民の生活の向上を図るために、防護柵の
修繕工事を実施します。



交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　　基本目標[３]住環境・社会基盤～定住の希望を叶える、快適・安心・安全な
　　　　　　　　まちづくり
　　　施策3-1 道路・河川の整備、交通環境の充実
　　　　２ 地区内生活道路の整備
　　　　　※具体的施策には記載していませんが、定期バス路線、主要物流経路
　　　　　　及び地域防災計画における主要道路にも位置づけられている重要な
　　　　　　生活道路であり、車両通行の安全を確保するとともに地域住民の生
　　　　　　活の向上のため実施します。
　目標：防護柵の修繕を行うことにより、通学児童の犯罪罹災件数０件、交通事
　　　　故件数０件の維持を図ります。

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度
事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 平成30年度
通学児童
の犯罪罹
災件数及
び交通事
故件数0件

通学児童
の犯罪罹
災件数及
び交通事
故件数

成果実績 件 0

目標値 件 0

達成度 100.0%

評価年度の設定理由
事業完了後、速やかに評価できるため、同年度にて評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



達成度 100.0%

年度

町道奥石見線防護柵修
繕　延長

活動実績 ｍ 747
活動見込 ｍ 747

交付金事業の総事業
費等

30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 30年度 年度

総事業費 17,322,000

うち経済産業省分 17,000,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 17,000,000
うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 建設課　地域整備室
交付金事業の評価課室 建設課　地域整備室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

町道奥石見線防護柵修繕
工事（請負）

制限付一般競争入札
　㈲堀保組
（愛媛県西宇和郡
　伊方町）

17,322,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町名取

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

町道大佐田名取口線道路測量設計委託業務

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

町道大佐田名取口線道路
測量設計委託業務

伊方町 3,251,000 2,900,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称

（単位：円）



事業期間の設定理由

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　　基本目標[３]住環境・社会基盤～定住の希望を叶える、快適・安心・安全な
　　　　　　　　まちづくり
　　　施策3-1 道路・河川の整備、交通環境の充実
　　　　１ 幹線への接続道路の整備
　　　　　※通行の安全確保と事故の未然防止により、本線の効果を図ります。
目標：町の地域防災計画における主要道路に位置付けられており、集落内へ通ず
　　　る重要な生活道路であり、小中学生の通学バス路線にもなっているため、
　　　車輌の離合困難個所を０箇所にし、通行の安全確保と事故の未然防止によ
　　　り、地域住民の生活の向上を図ります。

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度

交付金事業の概要

道路改良　L=0.07㎞
測量業務　1.0式　設計業務　1.0式　用地調査　1.0式
　集落内へ通ずる重要な生活道路の車輌の離合困難個所を０箇所にし、通行の安
全確保と事故の未然防止により、地域住民の生活の向上を図るために必要な測量
設計調査業務を委託します。



交付金事業の担当課室 建設課　地域整備室
交付金事業の評価課室 建設課　地域整備室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

町道大佐田名取口線道路
測量設計委託業務（請
負）

制限付一般競争入札
株式会社環境防災　愛媛
事務所
（愛媛県松山市）

3,251,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,900,000
うち文部科学省分 0

総事業費 3,251,000

うち経済産業省分 2,900,000

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 100.0%

年度

測量設計委託業務
活動実績 件 1
活動見込 件 1

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度
名取地区
住民満足
度80％以
上（回答
者数20名
以上）

目標達成
率：満足
と回答し
た数÷回
答数×100

成果実績 ％ －

目標値 ％ 80

達成度 －

評価年度の設定理由
令和2年度に完成予定のため、令和3年度に再評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称

（単位：円）

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

町道宇和海線カーブ改良工事

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

町道宇和海線カーブ改良
工事

伊方町 26,986,000 26,941,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町川之浜

交付金事業の概要

道路改良　L=24.25ｍ　吹付法枠工　274ｍ　鉄筋挿入工　N=74本
ブロック積擁壁　A=30㎡　排水工　L=25m　舗装工　A=59㎡
　離合困難箇所の解消し、アクセスの改善と地域間交流の充実及び地区住民の生
活環境の向上を図るため、カーブ改良工事を実施します。



交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　　基本目標[３]住環境・社会基盤～定住の希望を叶える、快適・安心・安全な
　　　　　　　　まちづくり
　　　施策3-1 道路・河川の整備、交通環境の充実
　　　　３ 第２送路（旧国道、県道）の拡幅改良
　　　　※各公共施設へのアクセスの改善と地域間交流の充実、地域住民の生活
　　　　　の向上を図る。
目標：車輌の離合困難個所を０箇所にし、各公共施設へのアクセスの改善と地域
　　　間交流の充実と伴に町内連携軸の強化を図り、地域住民の生活の向上を図
　　　ります。

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度
事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度
川之浜地
区住民満
足度80％
以上（回
答者数20
名以上）

目標達成
率：満足
と回答し
た数÷回
答数×100

成果実績 ％ －

目標値 ％ 80

達成度 －

評価年度の設定理由

　平成31年3月に完成し、利用状況等を考慮し評価する必要があるため、令和元年
度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



達成度 100.0%

年度

改良工事延長
活動実績 ｍ 24.25
活動見込 ｍ 24.25

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 年度

総事業費 26,986,000

うち経済産業省分 26,941,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 26,941,000
うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 建設課　地域整備室
交付金事業の評価課室 建設課　地域整備室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
町道宇和海線カーブ改良
工事（請負）

制限付一般競争入札
藤川建設有限会社

(愛媛県西宇和郡伊方町)
26,986,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町湊浦、九町、三机、大久、三崎

交付金事業の概要

町内小中学校トイレ改修（小学校5校37基、中学校3校29基）
　・伊方小11基、九町小11基、三机小5基、大久小7基、三崎小3基
　・伊方中9基、瀬戸中8基、三崎中12基
　児童・生徒の健康維持を図り、教育環境を充実させるために、洋式トイレ（温
水洗浄便座付き）を設置します。

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

伊方町立小中学校トイレ改修工事

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

伊方町立小中学校トイレ
改修工事

伊方町 18,414,000 8,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称

（単位：円）



評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度

児童・生
徒の満足
度80％以
上（回答
者数80名
以上）

目標達成
率：満足
と回答し
た数÷回
答数×100

成果実績 ％ －

目標値 ％ 80

達成度 －

評価年度の設定理由

　平成31年3月に完成し、利用状況等を考慮し評価する必要があるため、令和元年
度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　　基本目標[2]教育・スポーツ・文化～「ふるさと愛いっぱい」の人材（人財）
　　　　　　　 が育つまちづくり
　　　施策2-1 学校教育の充実
　　　　3 教育設備・施設の充実
　　　　　※ゆとりと潤いのある教育環境の維持管理を行い、愛校心や愛郷心を
　　　　　　醸成します。
目標：町内小中学校内にある全トイレ施設1カ所につき1基以上の洋式トイレ（温
　　　水洗浄便座付き）を設置し、児童・生徒の健康維持を図り、より適切な教
　　　育環境を整備します。

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度



交付金事業の担当課室 教育委員会事務局　学校教育室
交付金事業の評価課室 教育委員会事務局　学校教育室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

町内小中学校トイレ改修
工事（請負）

制限付一般競争入札

分割Ⅰ：福田水道工事店
(愛媛県西宇和郡伊方町)
分割Ⅱ：㈲増田建材
(愛媛県西宇和郡伊方町)
分割Ⅲ：㈲田中建材
(愛媛県西宇和郡伊方町)

8,316,000

6,804,000

3,294,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 8,000,000
うち文部科学省分 0

総事業費 18,414,000

うち経済産業省分 8,000,000

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 年度

達成度 100.0%

年度

トイレ設置数
活動実績 件 66
活動見込 件 66



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町（町内全域）

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

伊方町防災情報カメラ設備整備事業

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

伊方町防災情報カメラ設
備整備事業

伊方町 44,280,000 43,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称

（単位：円）



事業期間の設定理由

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　　基本目標[３]住環境・社会基盤～定住の希望を叶える、快適・安心・安全な
　　　　　　　　まちづくり
　　　施策3-4 防災・消防体制の充実
　　　　1 防災体制の強化
　　　　　※具体的施策には記載していませんが、課題として掲げている自然災
　　　　　　害に備えた防災・減災対策を進めるとともに危機管理体制の強化を
　　　　　　図るための事業として実施します。
　目標：町内への防災情報カメラの設置22基以上（現在０基）

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度

交付金事業の概要

防災情報カメラ
　屋外カメラ設備　カメラ２２　基長距離無線伝送装置　４式
　遠隔電源制御装置　２２式　センター設備　録画装置　１台
　HDDユニット　２台　大型表示装置　２台　ネットワーク機器　一式
　自然災害に備えた防災・減災対策を進めるとともに、危機管理体制の強化を図
り、町民の生活環境の向上と日常生活の安全と安心を高めるために、防災情報カ
メラを整備します。



交付金充当額 43,000,000
うち文部科学省分 0

総事業費 44,280,000

うち経済産業省分 43,000,000

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 100.0%

年度

設置台数
活動実績 件 22
活動見込 件 22

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 平成30年度

住民の生
活環境の
向上を図
り、日常
生活の安
全と安心
を高め
る。

－

成果実績 －

目標値 －

達成度 －

評価年度の設定理由
整備状況で評価を実施できるため、同年度にて評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　町内への防災情報カメラ22基の設置により、危機管理体制の強化を図ることが
でき、町民の生活環境の向上と日常生活の安全と安心を高めることができまし
た。



交付金事業の担当課室 総務課　危機管理室
交付金事業の評価課室 総務課　危機管理室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

伊方町防災情報カメラ設
備整備事業（請負）

制限付一般競争入札

パナソニックシステム
ソリューションズジャパ
ン㈱四国社
(香川県高松市)

44,280,000

交付金事業の契約の概要



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称
1 福祉対策措置 瀬戸デイサービスセンター空調設備更新事業

備　考

1
福祉対策
措置

瀬戸デイサービスセン
ター空調設備更新事業

伊方町 7,824,600 6,000,000

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　基本目標[1]保健・医療・福祉～絆で創る、健康長寿と町民総活躍のまちづくり
　　　施策1-4 高齢者福祉の充実
　　　　1 介護予防・在宅介護支援事業の充実
　　　　　※地域支援事業と調整し、孤立感の解消、自立生活の助長、要介護状
　　　　　　態への進行を予防します。
　目標：空調設備を更新することにより、不具合等がなく、使用時の稼働率を10
　　　　0％にすることで、高齢者が集まる環境を整え、孤立感の解消を図りま
　　　　す。

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町三机

交付金事業の概要
瀬戸デイサービスセンター空調設備更新　室内機10台　パッケージエアコン1台
　在宅高齢者福祉対策事業の実施及び推進に向けて、快適な介護環境の提供、高
齢者サービスの充実を図るために、空調設備を更新します。



事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度
事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度
利用者の
満足度
80％以上
（回答者
数20名以
上）

目標達成
率：満足
と回答し
た数÷回
答数×100

成果実績 件 －

目標値 件 80

達成度 －

評価年度の設定理由

　平成30年12月に完成し、冷暖房としての利用状況等を考慮し評価する必要があ
るため、令和元年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



達成度 100.0%

年度

設置台数
活動実績 件 11
活動見込 件 11

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 年度

総事業費 7,824,600

うち経済産業省分 6,000,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 6,000,000
うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 保健福祉課
交付金事業の評価課室 保健福祉課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
瀬戸デイサービスセン
ター空調設備更新事業
（請負）

制限付一般競争入札
有限会社　中村電気商会
（愛媛県西宇和郡
　伊方町）

7,824,600



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 　愛媛県西宇和郡伊方町湊浦

交付金事業の概要
　スクールバス車両１台
　水ヶ浦小学校が伊方小学校に統合するにあたり、大浜・中之浜地区の児童の通
学時の安心・安全を確保するため、スクールバスを整備します。

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

スクールバス購入事業

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

スクールバス購入事業 伊方町 5,892,060 4,500,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称

（単位：円）



評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度

利用児童
の保護者
満足度
80％以上
（回答保
護者数20
名以上）

目標達成
率：満足
と回答し
た数÷回
答数×100

成果実績 － －

目標値 ％ 80

達成度

評価年度の設定理由

　平成31年4月から使用を開始しており、利用状況等を考慮し評価する必要がある
ため、令和元年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　　基本目標[2]教育・スポーツ・文化～「ふるさと愛いっぱい」の人材（人財）
　　　　　　　 が育つまちづくり
　　　施策2-1 学校教育の充実
　　　　2 登下校時の安全確保
　　　　※スクールバスの運行により、児童生徒の通学時の安全を確保します。

目標：スクールバスを整備することで、大浜・中之浜地区の児童の通学時の安
　　　心・安全を確保します。

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度



交付金事業の担当課室 教育委員会事務局　学校教育室
交付金事業の評価課室 教育委員会事務局　学校教育室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

スクールバス（売買） 指名競争入札
有限会社井上モータース
(愛媛県西宇和郡伊方町)

5,892,060

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,500,000
うち文部科学省分 0

総事業費 5,892,060

うち経済産業省分 4,500,000

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 年度

達成度 100.0%

年度

整備台数
活動実績 件 1
活動見込 件 1



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

番号 措置名 交付金事業の名称
1 地域活性化措置 伊方町電源立地地域対策交付金（近赤外光品質維持装置整備）事業

備　考

1
地域活性
化措置

伊方町電源立地地域対策
交付金（近赤外光品質維
持装置整備）事業

伊方町 11,543,000 11,540,000

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策

とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画
　　基本目標[5]産業振興～農・漁・商工・観光が一体となる、産業全体が成長す
　　　　　　　 るまちづくり
　　　施策5-1 農業の振興
　　　　3 競争力の高い銘柄産地の育成
　　　　　※市場動向に応じた競争力の高い商品開発を図ります。
　目標：腐敗果対策費の削減により、出荷経費の抑制をし、また蒸散を抑制する
　　　　ことで高品質かんきつ類を出荷し、製品の信頼性を高め有利販売、高価
　　　　格販売することで、農業従事者の所得増を図ります。

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町湊浦（伊方共同選果場）

交付金事業の概要

　近赤外光品質維持装置整備（２台）
　※本事業は西宇和農業協同組合が機器導入をする事に対して、伊方町第2次総合
計画施策5-1農業の振興に則した事業であることから、伊方町電源立地地域対策交
付金交付要綱に基づき補助金を交付するものです。



事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度

ー

評価年度の設定理由
本格的に稼働した後に効果が発生する事から、平成31年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度

達成度

円

1

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 平成31年度

腐敗果対
策費の年
間削減額
1,883千円

腐敗果対
策費の年
間削減額

成果実績 円 ー

目標値 1,883,000

交付金事業の総事業
費等

30年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 30年度 年度

100.0%

年度

補助金の採択件数
活動実績 件 1
活動見込 件

総事業費 11,543,000

うち経済産業省分 11,540,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 11,540,000
うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 産業課　農業支援センター
交付金事業の評価課室 産業課　農業支援センター

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

伊方町電源立地地域対策交付金 補助金
西宇和農業協同組合
（愛媛県八幡浜市）

11,543,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（平成30年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

（単位：円）

　本事業では、町民の生涯学習・生涯スポーツに対する要求への対応、高齢化社会に対応する
予防のための保健対策、豊かな人間性を育てる学校教育の充実、町民の健康維持と安心の町づ
くりのための地域医療の充実等による町民の福祉向上を目的として、公共用施設の維持運営費
に充てるための基金を造成します。

伊方町電源立地地域対策交付金公共用施設維持運営基金造成事業
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

1

交付金事業の概要

　　伊方町体育施設5件：電気代・水道代　令和3～5年度
　　伊方町瀬戸町民センター：電気代　令和3～5年度
　　伊方町図書館：職員人件費　令和3～5年度
　　伊方町生涯学習センター：電気代　令和3～5年度
　　伊方町保健センター3件：職員人件費　令和3～5年度
　　伊方町保育所6件：職員人件費・電気代・水道代　令和3～5年度

　　伊方町公民館3件：職員人件費・電気代　令和3～5年度
　　伊方町国民健康保険診療所4件：職員人件費　令和3～5年度
　　伊方町厚生福祉施設2件：電気代　令和3～5年度

　　伊方町学校施設9件：職員人件費・電気代・水道代　令和3～5年度
　　伊方町学校給食センター：職員人件費・電気代・水道代　令和3～5年度

交付金事業の名称

伊方町

番号

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名
交付金事業の名称措置名

措置名

交付金事業実施場所 伊方町湊浦

　基金を充当する対象施設、経費、期間は以下の通りです。

1
公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

伊方町電源立地地域対策交付金公共用施設
維持運営基金造成事業

伊方町 756,499,000 756,499,000



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画
　　基本目標[1]保健・医療・福祉～絆で創る、健康長寿と町民総活躍のまちづくり
　　　　　　[2]教育・スポーツ・文化～「ふるさと愛いっぱい」の人材（人財）が育つまち
　　　　　　　 づくり
　　　　　　[3]住環境・社会基盤～定住の希望を叶える、快適・安心・安全なまちづくり
　　　　　　[4]自然環境・環境保全～豊かで美しい環境で暮らす、自然を楽しむまちづくり
　目標
　　・伊方町体育施設5件　利用者数の対前年度比0％以上
　　・伊方町瀬戸町民センター　利用者数の対前年度比0％以上
　　・伊方町図書館　利用者数の対前年度比0％以上
　　・伊方町生涯学習センター　利用者数の対前年度比0％以上
　　・伊方町保健センター3件　健康診断等の受診者数の対前年度比0％以上
　　・伊方町保育所6件　待機児童数0人の維持
　　・伊方町学校施設9件　校内及び通学時の犯罪被害、交通事故件数0件の維持
　　・伊方町学校給食センター　管理運営上の問題による給食休止日0日の維持
　　・伊方町公民館3件　利用者数の対前年度比0％以上
　　・伊方町国民健康保険診療所4件　医療事故件数0件の維持
　　・伊方町厚生施設2件　再資源化率の対前年度比0％以上

事業開始年度

成果目標 成果指標
事業期間の設定理由

達成度

目標達成率：
目標達成事業
数÷総事業数

×100

単位

目標達成率
100％

評価年度 令和4～6年度

目標値

平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度

成果実績



　　成果指標：（評価年度前年度利用者数ー評価年度前々年度利用者数）／評価年度前々年度利用者

・伊方町保育所6件

　　成果指標：待機児童数

　　成果指標：校内及び通学時の犯罪被害、交通事故件数

　基金を充当するそれぞれの施設についての成果目標及び成果指標は以下の通りです。

　　成果目標：待機児童数0人の維持

・伊方町学校施設9件
　　成果目標：校内及び通学時の犯罪被害、交通事故件数0件の維持

・伊方町保健センター3件

　　成果目標：利用者数の対前年比0％以上

　　成果目標：受診者数の対前年比0％以上

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
利用者数等で評価を実施するため、処分予定年度（令和3～5年度）の毎翌年度に実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　　　　　　　　　数×100

　　成果指標：（評価年度前年度利用者数ー評価年度前々年度利用者数）／評価年度前々年度利用者

　　成果指標：（評価年度前年度利用者数ー評価年度前々年度利用者数）／評価年度前々年度利用者

・伊方町体育施設5件
　　成果目標：利用者数の対前年比0％以上

・伊方町瀬戸町民センター
　　成果目標：利用者数の対前年比0％以上

・伊方町図書館

　　　　　　　　　数×100

　　　　　　　　　数×100

　　成果指標：（評価年度前年度利用者数ー評価年度前々年度利用者数）／評価年度前々年度利用者

　　　　　　　　　数×100

　　成果指標：（評価年度前年度受診者数ー評価年度前々年度受診者数）／評価年度前々年度受診者
　　　　　　　　　数×100

・伊方町生涯学習センター
　　成果目標：利用者数の対前年比0％以上



619,785,000

交付金事業の担当課室
交付金事業の評価課室

総合政策課　原子力政策室
総合政策課　原子力政策室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
基金造成 積立 ― 756,499,000

756,499,000

756,499,000

活動指標
件
件

619,785,000 724,779,000 756,499,000

100.0% 100.0% 100.0%
造成基金数

1 1 1
1

　　成果目標：医療事故件数0件の維持

・伊方町厚生施設2件

備　考

達成度

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

1 1

28年度 29年度

619,785,000

724,779,000

724,779,000

30年度

　　成果目標：管理運営上の問題による給食休止日数0日の維持

　　成果指標：（評価年度前年度利用者数ー評価年度前々年度利用者数）／評価年度前々年度利用者
　　　　　　　　　数×100

　　成果指標：医療事故件数

30年度29年度

・伊方町国民健康保険診療所4件

・伊方町学校給食センター

　　成果指標：管理運営上の問題による給食休止日数

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費
交付金充当額
うち文部科学省分

　　　　　　　　　資源化率×100

うち経済産業省分

28年度単位
活動実績
活動見込

・伊方町公民館3件

無
評価に係る第三者機関等の活用の有無

　　成果目標：利用者数の対前年比0％以上

　　成果目標：再資源化率の対前年比0％以上
　　成果指標：（評価年度前年度再資源化率ー評価年度前々年度再資源化率）／評価年度前々年度再


